
☆全国の皆様に 

         

珊瑚舎スコーレ夜間中学校 

 

珊瑚舎スコーレはフリースクールと自主夜間中学校を運営するＮＰＯ法人です。2001 年 4 月に沖縄県の那覇市に高

等部と専門部（休講中）を開設し、現在は初等部、中等部、高等部、夜間中学校（2004 年 4 月から）の４課程があり

ます。今回は主にフリースクールとしての夜間中学校の可能性について皆さんのご理解とご支援をお願いしたくメッ

セージを差上げています。 

珊瑚舎スコーレ夜間中学校の卒業生は約９０名です。いろいろな事情から途中でやめる方もいらっしゃいますが、

みなさん、学ぶ喜びを実感していると感じています。因みに、卒業生の４割近くの方が高校に進学しています。この

ような学び場が作られているのは、開設以来多くの皆様のご協力とご支援の結果として実現した卒業証書の授与と国

と県からの経済的支援があってのことだと思っています。 

ところが、沖縄県教育委員会は珊瑚舎スコーレ夜間中学校に支援対象の義務教育未修了者の方が在籍しているにも

関わらず、今年度からその支援を打ち切ることを決めました。私たちはこの教育行政の後退を看過できません。３月

１２日、県議会に陳情書を提出しました。多くの皆様のご理解とご協力の署名をお願いする次第です。 

☆陳情までの経緯☆ 

珊瑚舎スコーレ夜間中学校は 2004（平成 16）年に自主夜間中学校として開校しました。沖縄県は 2008（平成 20）

年度から珊瑚舎スコーレ夜間中学校の卒業生に対する卒業証書の授与、2011（平成 23）年度から「戦中戦後の混乱期

における義務教育未修了者支援事業」として補助金の支給を始めました。この事業は沖縄戦で就学の機会を奪われた

と考えられる 1932（昭和 7）年～1941（昭和 16）年生まれで義務教育を修了できなかった人を対象とした戦後処理

としての支援です。これに対して珊瑚舎スコーレは年齢に関わりなく義務教育未修了者や学び直しを求める人たちの

「学ぶ権利の保障」のため、つまり教育の問題としての支援を主張してきました。2015（平成 27）年 12 月に県は、

2017 年度をもって事業を修了するとの通知を出しました。県教委からは「戦中戦後の混乱期における義務教育未修了

者支援事業」終了後の夜間中学校の運営について珊瑚舎スコーレに対し何度か問合せがありました。珊瑚舎スコーレ

は在籍者がいること、入学希望者がいる限り続けると答えています。支援終了後の対応に関して沖縄のテレビ局が取

材したところ、県は「何らかの形で支援できないか、次の支援策を検討している」「今後また相談を受けながら対応を

考えていく」と回答（2015 年 5 月／2017 年 3 月）しています。 

ところが、2018（平成 30）年 3 月の新聞報道で支援打ち切りを珊瑚舎スコーレは知ることになります。支援事業は

一定の成果があった、今後は公立の夜間中学校の設置について検討したいと県教委は取材に答えています。新年度か

らも「戦中戦後の混乱期における義務教育未修了者支援事業」の対象者が 5 名在籍していることを知りながらの支援

打ち切りです。教育行政の大幅な後退です。 

2017（平成 29）年 2 月には「教育機会確保法」が施行されました。この法律では、地方公共団体は義務教育未修了

者に対して就学の機会の提供やその他の必要な措置を行うことを義務づけています。しかし県からの具体的な働きか

けがないまま、2018（平成 30）年 3 月 3 日付の新聞報道で県の支援事業の打ち切りが報じられました。「教育機会確

保法」の精神に逆行する決定でもあります。これを受けて 3 月 9 日珊瑚舎スコーレ夜間中学校のスタッフ・講師・生

徒を中心に緊急の話し合いを持ち、3 月 12 日に支援事業継続の陳情書を県議会に提出しました。この陳情を審議した

県議会文教厚生委員会は、４月２６日に珊瑚舎スコーレ夜間中学校の関係者を参考人招致することを決定しています。 

珊瑚舎スコーレ夜間中学校は憲法で定められている「学ぶ権利の保障」と「教育機会確保法」の具現化のため全国の

皆様に署名活動のご協力を行うことにしました。どうぞ、よろしくお願い致します。 

署名送付先 〒900-0022 沖縄県那覇市樋川 1-28-1-3Ｆ 珊瑚舎スコーレ夜間中学校 

TEL  098-836-9011  FAX  098-836-9070  MAIL  sango@nirai.ne.jp  
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